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北インド農村調査紀行

匹
彦姑が空山サ谷

u
長

まえがき

泄者ttt{！祖1中 TheDelhi School of Economics（注 1)

の PIIDコースに 2年1カ月にわたり所屈していたが，

その問，付屈研究機槻である Agricultural Economics 

Research Centre（略称AERC)（注2)，プーナの Gokhale

Institute o[ Politics and Economics（注3）および各州政

府の協力下にインド各州のサンブル良村に実態調査を行

なう機会をえた。そ0)中から附インドに2カ月半行なっ

た既村濶森中に体験したことをまとめたり1l硲「南インド

陸上紀行」が『アジア経済』第m巻第 2 号•tこ渇戟された

が，この小秘に対して読者のかたがたから多くのご質IBj

やこ滋品をたまわり， H木におけるインド此村に対する

関心が非常に悩まっていることを知り感激したしだいで

ある。 A・,}国後も今JS£は北ィンド農村の実状をしりたいと

いう・・疫塑を下さったかたがたがあった(/)で，ここにあえ

て北ィンド屈村滉査の中の．1つをえらぴ，その体験を松

•とすることにした。本秘の超は品村紀行となっているが，

今回は実態潤在を通じて知った此村の尖状の方に瓜点を

おいている点，ご了承を乞いたい。

（注 1) rァジア託済』第m牲第9．衿の「研究機関
紺介」における祁＼稿を参照されたし。

（注‘3) 同上。

（注 3) 『アジア経済』第III:ffi 第 5•y.} 「研究機 l!.!I 紹

介」参照。

U.P．州の股村へ

わたくしのU.P.，バンジャプ，マハラシュトラの各

州を中心とするA',}国前最後の北インド良村調査は1962年

の冬期， 1 月中旬 I•こ箔手された。北ィンドの区期は 3 月

から7月のモンスーンをふくめて10月末までつづき， 5 

月～6月末の「死の季節」といわれる炎熱期には其夜中

(/）最低気楓33°C前後，日中の最高気温は45°C以上で，

多くの人や勁物がルウ・ラグナー（然凪で死ぬ）のすさ

まじさだが， 11月から．2月までの冬期は昼夜I目の寒然・0)

差は大きいがまずいわゆるペスト・シーズンである。凋

査前の 1カ月1目はデリー大学のAERC（農業経済開査セ

ンター）において対象村落の西料分析を行なう。北イン

ドの農村には何回も入ってきたが今回は初めて詞査に入

る村落が多いので現地ではそこにすみこんでいるAERじ

のスタッフ述の協力をうることにした。まず綬初の関査

対象村落モハマドプール・ガザマルプール(Mohammad-

pur Gazamalpur)のある U.P.州西部のフィロザパード

(Firozabacl)にオールドデリー発の午後の列車でI6jう。

携行品は例のごとく詢査賓料や若干の身のまわり品を入

れたトランクにホールドール（インドで旅行に用いられ

る粗末な疫袋）にカメラだけの 1人旅である。フィロザ

パードはクージ・マハルで布名なアグラを少しすぎたデ

リーよりは約220余キロのところにある小さい町である。

ここはガラス製腕輪（ヒンディ面でchuriという。ィン

ドの女性が装節ffltこ腕にはめるガラス製の腕輪）の必地

として有名で，今liilの潤在 I~ （りはこの町の腕綸産業がJ胡

囲の殷村経済におよぼす影響を調査することである。，汽

車がアグラに入り，広いジャムナ河の鉄橋をのるのろと

渡りはじめると，河をはさんで一方には赤溺色(}).(少がで

梨かれた男性的雄姿を誇るアグラ城がそびえ，そのはる

かかなたの対片虻には純白の大理石に師くクージ・マハル

が後美この上ない姿を浮び士．らせている。いつみても静

かな情矩と期玄にみちたクージである。ムガル王朝の栄

華，；としてシャージャハーン王と愛妃ムンクヅ・マハル

の純愛は時代の変造をよ；とにあのクージの大理石0)中に

幻想的嬰きにつつまれて今日までも変らずにつづいてい

ることを想うと異常な惑勁が熱く悌いてくるのを党え
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惨な状隅となる。燐H滋れではこれよりひどい田合の並バス1こも
つめこまれる覚届が必要である。
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る。これから入る戯村のあまりにも苛酷な現実に比べる

となんとかけはなれた沙呟］的な美しさにあふれた姿であ

ろうか。

ジャムナ河をこえてさらに半時間ほどすすむとフィロ

ザパートにつく。乗降客のほとんどないひっ；とりとした

小さい駅である。車室の堅固な誼い扉をひきl開けてホー

ムの石の上に坐っていにクーリー（赤衣と赤クーバンを

つけて駅(})荷物迎ひをI~とする人夫）をよぷと，「イヘ・

カンプー）レ・ナヒン・ハイ・サーハブ（ここはカンプー

ルじゃないですよ。且．）船）」という。わたくしがこの先の

:r:業都市カンブールにいくと思ったらしい。こんな小さ
い町に一見外l追l人らしき人間が降りることなどないのだ

るう。 「ハム・ヤハン・ヒイ・トウ・アーイエ・ヘン，

パ・ーイ。ィヘ・ラーナー（ここにきたんだよ兄さん。こ

れをたのむぜ）」と荷物をわたして駅前のリキシャ (Riki-

shaw．人ブJili)がたむろしている所・まで巡Iiせる。クー

りーはインドの常として頭の上に煎い荷物を器用に(J)せ

て，荷物をもたぬII!j:にはまづみられぬほどの速足で•JJ,:い

ていく。リキシャ tことびのり目的地をつげ，殺風屈な町

を走り出す。このIll」•(J）公共交通幾OO もこのリキシャと 1ヽ

ンガ (Tanga.,l,!}1|(）だけである。 llll.‘)知い気候なのにポロ

をまとっただけだが北インドの流行歌「リキシャ・ワー

ラー（人力車のおじさん）」を想わせるなかなか威勢のい

い91i夫である。どうも正体不明だが払いの悪くはなさそ

うなサーハプを久方ぶりにのせた(J)で皮冗用のサーピス

をしているらしい。威勢のいいのは結構だが，いつまで

も目的地につかないCJ近に迷っている(})である。命じら

れた行先をしらなくても，客を逃がさぬためにとにかく

走り出し，祖あ道々考えながら「ディーレ・ディーレ・

チャレン！ （ゆっくりいこうぜ）」というのはインドのリ

キシャ， トンガの常である。なtこをきいても容易に「し

らぬ」といわぬのがインド人，ことにセミ・インテリ族

に共通の点だ。物をきかれて「しらぬ」ということやト

ラプルがあった際に「わたくしがまちがっていた」とい

うことは当人にとっては失戦をも：な味する深刻なもの I•こ

なる可能性があるようで， 「しらぬ，まちがった」とい

わぬのもイギリス統治時代にインド人が党えた必死の自

己保全手段とも思われる。

あまりいつまでも考えながら走られては困るから，ゎ

たくしが迫をきいて教えてやりながら， どうにか目的地

らしき方向に近づいていった。 I::ンドスタニイ油（ヒン

ディ祖と芥:;_r(J）ウルドゥ話の混合した言語）を必要蚊小

限に解し，あとは度胸と忍耐））があればイン 1：中どこに
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いってもなんとかなる。ィンド人I」の約90％は炎語をま

ったくしらないが， ヒンドスタニイ語は言語の屎る州や

地方でもよほどの田舎に入らないかぎりじゅうぶん通用

するし，また都市にいる一般の外固人が通常接しうる相

手は上下をとわずまず必ずヒン・ドスクニイ語をしってい

るであろうから言語の択sることを心配する必要はない。

目的地，フィロザパード町のはずれにある小さい地方

大学内の 1室には潤査のためにAERCから派近されてす

みしこんでいるR・A・シング君がまっていた。インドの

インテリにはめずらしく当たりのやわらかいOO朗なラー

ジプートの青年である。せまくておせじにもよいとはい

えぬかれの部屋の中にわたくしのためにもう 1つのイン

ド式襄台を入れてくれ，下男といっしょiこ夕食の仕艇tこ

とりかかった。やがて「さあ，ファースト・クラスです

ょ。」とにこにこしながら食物をインドで一般に使われる

食器である鉄製のおぽんにもってすすめてくれる。：及I乍
地11~の北インドの主食であるチャパティに卵とア）レー

（じゃがいも）のカレー窯（に井戸水だけで，美味，栄・j足

価，紺探という，あらゆる紐ましく•必要な条件からはほ

と遠い夕食だが，・氏栂不足で多くの人口が飢餓に近い状

態にある北インドの農村濶立中にありつく食事としては

文句もいえないし，なによりも上丹カーストに屈するか

れが下男といっしょに料理することは階級犠匪の根強い

ィンドのU’t習からみれば大変なことで，すべてわたくし

のためのサービスであり，この温い友伯こそまさにフブ

ースト・クラスである。夕食後は疲れてはいたが，シン

グ店やわたくしの来訪をたちまちに探知してやってきた

この町のポスやその友人達を趾えてジンや地洒を飲みな

がら夜おそくまで語り合った。

腕輪を作る農村

翌~ii.I, 朝食もぬきにして潤査対象のモハマドプール・

ガヅマルプー）レ村ヘシング君と人力車ででかける。この
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町から村までの途中の一角にはガラス製腕綸工場がいく

つも並んでおり，規模も小から大までいろいろある。約

2キロ走るとめざす村につく。

この村はいわゆるハリジャン村で U.P.州の腕輪産粟

の中心地フィロザパードの各腕袖工場の下諮け作業をし

ている村で人11は約380人。全村89泄帯のうち， 83戸ま

でがこの干諮け作業を主隊や副戦としておりJ そのうち

43戸はこの下扁＇iけ作業だけを唯一の生活手段としてい

る。農耕もないわけではないが，梨耕を唯一の生活手段

としているものはわずか21lt帯にすぎず，これを入れて

も農耕を行なっているものは28世帯にすぎない。要する

に全世帯のうち60;7％が非晟業である腕翰工掲の下品'iけ

作業を主戦としているのである。

本来この村は全世幣の約90％以上がジャークパ (Jata・

va皮1餡業を主戦として牒業労慟を甜l戦にする低カース
トでChamnrともいう）で残余がカチヒス (Kachihis野

菜類を栽培する低カースト）でその伝統的なカースト戦

業に従事してきたのだが，附大する人口圧力により農地

不足などが深刻化したこと，工場町に近く，下品'iけの貨

金労り放など非品栗説がえられることなどにより，従来の

伝続的なカースト敗業や品耕はしだいにすたれて腕輪製

造の下諮け貨金労筋という非屈業戟を主要な生活手段と

する方向に発股したわけである。かくしてこの村の経済

:文しだいに町の経済と恐合し，村の人口の蚊金労l蒻者化

傾向が強くなり，村の品地も腕楡工楊やその他の町の建

築用敷地として売却され，町の経済活動に吸収されるよ

うになった。現在残っている股地も町での甜痰が多い野

菜類の栽培が行なわれている。

村に入ってまず目についたものは各家々の前に色とり

どりの美しいガラスの腕輸の束がたくさんつまれてお

り．女子供たちがそれを水で洗っている光猥であろ。私

逹が入っていくとみな葱いて好奇・tこたえぬといった様子

で大きい目でみつめる。シング君ぱ村人逹とはすっかり

頻なじみでかれがり］るくあいさつをするとみな笑顔をみ

せる。「村人達9まみんなわたくしの親友ですよ。」という

かれの態度からは村人逹に対する深い愛情があふれてい

る。 「日本のサーハブがみんなと話をしにきたんだよ。

サーハプはヒンドス・クニイ語も話すよ。さあ，なんでも

話してごらん。」とかれがいうと「アッチャ？ （まあ，ほ

んと）」とぞるぞろよってくる。わたくしがつぎはぎだら

けの税地語をあやつりながらのあいさつや雑談を通じて

ようやく聞き出したことを要約するとつぎの通りであ

る。この家族はもとは股地をもっていたが高利貸しにそ

の農地を條務のかたとしてとられてしまい，今は腕綸作

りの詰負い業をやっている。つまりこの村で行なう下諮

け作業は2種類あり， 1つはフ1ロザパードの町から村
ヘ仕事をもらってくる品'ii.,U人であり，他の1・つはこの諮

i'i人にやとわれて村の作菜場で｛蒻＜辿中である。品＇i仇人

は作業場をもも， fl堺りこ必要な迎具を備えていて，これ

をもたない作業員達に一式 1日当たり約12ナャパイサで

貨貸してやる。町の製造業者から碗粕 JOO束 (1双は約

300個の腕給からなる）につき17~20ル：：゚ ーをうけとり，

下諮け作業艮述には 100恥こつき貨金5Jレビー，作業灯

ilI9代など5」レビーを支払う。

でほこの下品＇iけ作棠とはいったいどんなものであるか

を村の作棠湯でみてみよう。これ；•ま腕救製造工程ではも

っとも筒単な作梁で，ガラスの§在の両クJ}を熟して溶接し

て完全な佑•こするだけのことでどんな女子供；•こらできぞ

うな it't.純な仕utである。作業場は比校(r-J大き•く細長い家

屋の中にあり，屋外でまわっている小さい石油エンジン

が座r＇̀」のふいごの火をおこし，この火でガラス・輪の溶接
作梁が行なわれるのである。賠い作架場には身勁きも容

易でないほどぎっしりと作業員達が腕輪の山のあいだ1こ

坐って勁いている。風も入らぬ部屋の中はふいごの火熱

でこの寒い冬期でも忍苦しい。炎熱の「死の季節」夏に

はどういうことになるのだろうか。かれらはわずかな生

活の根をうるために灼熱の「死の季節」だからといって

I Aも休息することは許されないのである。それでもこ

の村の湯合は，北ィンドのハリジャン村としてはまだ忠

まれている方なのだ。
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この村で腕輪作りの下訥けなどの非農業戦1•こよる収入

が村の粗生産額tこしめる割合は3分の 2以上であり，負

使額でも晨業世帯の方が非農業戦をもつ世帯よりも多

く，また農業に対する投資や消伐の水準においても非良

菜限をもつ世帯の方が裔い。たとえば，住民が「iまだし
」
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でなくなんらかのはきものを足につけていること（これ

はインドの農村ではまったく異例のケースである）や，

ごく少数の世帯ではあるが，・時計，家兵，陶器（枇村の

食器類は普通土器か金属製である），灯油ランプなどをも

っていることは，この村がハリジャン部落であるにもか

かわらず，付近の町の中小工業の影櫻により土地の制約

の少い貨金労慟職をうることができ，またしたがって政

幣経済がよく保透して町の腕輪やガラス器具を作る消1~

型態｝こ磁合しつつあることを示していよう。もちろん現

在は腕翰作りの戦を求めて他の村々から流入する人口が

多く，作業内容も単純でだれにでもできることから労慟

の供給が過剰ぎみで位金も企業主よりダンヒ°ングされ頭

打ちの状態である。しかし，将来はこの腕輪製造業も，

より上質のガラス器具製造業として発展する可能性はじ

ゅうぶんにあるので．この町の工業発展の展親はけっし

てII行くはないようである。

村の晩餐会というもの

村の作業場を 1つ1つ視察して宿舎にいったん帰って

いると，村で会ったバンチャヤットの述中2, 3人がや

ってきた。みな，汚れの少い白いこの地方のインド服と

トーピィ (topi白布製のインドの国民紺）をつけている。

おたがいに敬愛のtiliを表わす合常の礼をかわすと， 「今

夜はあなたを夕食1こ招待したいが，きてくれるか。」と熱

心にいう。外国人がインドの農村調究で品民たちと友人

になろうとするさい一ばん弱るのはこの「晩餐への招待

」であろう。食物の嗜好の相違とか辛い甘いの問姐では

なく， もっと深刻な問題，たとえば術生度の問題などが

必ずおこるからである。ィンド人でも上岡カーストの辿

中はその因習から，身がけがれるといって I．ヽ リジャンの

食物には絶対に手をふれぬ場合が現在でもいくらでもあ

るのだ。なんとかその正餐の府から逃げようとしてもま
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わずかな貧しいかItをとる北インドの悲柑永朕

ず逃げられない。村人たちが幾誼にも取り囲んで好意あ

ふれる笑顔でこの遠来の客，サーハブが自分たちの心づ

くしのカーナー(khana食物）をすべて口に入れてくれる

までこっと見守り設術してい・るからである。常日ごろは

僻心もしていないありとあらゆる神や仏に念じつつ，泣

く思いでやっと食器の底がみえるまで闘ったと安心する

のもつかの・ま 1•こ，食器はふたたびあっというまにおかわ

りをもられてしまう。そして悲削はふたたびいっそう深

刻に繰り返えされることになる。しかしこれは食机に比

較的恵まれている股村だからこそおこりうることなの

だ。そして乏しい・n重な食糀をさいてわれわれのために
こうして供してくれるかれらの気持をしるならば，たと

えそれがどんな稲類のしろものにせよ，かれらが純朴無

学であるだけにわきに押Lやることはどうしてもできな

くなってしまう。イギリス統御時代に此村祝察にきたイ

ギリス人たちはその点なかなかたくみだった。村の老人

の話や本にかかれているものによれば，かれらは支配者

としてほ跛しく焦慈悲であったが，個人としては立派な

絆士であり，村の長老やそのfrt習にじゅうぶんの礼をつ

くして接したという。そして村人がかれらを疑する場合．

かれらイギリスのサーハプは， 「じぶんたちは食物をも

ってきている。それ以外LItこできない習ll!［なのだから。」

と礼をもって紺絶し，お互いにそれぞれの食物をとりな

がら語り合い，村人たちは「えらいイギリスのサーハプ」

がじぷんたちの敬愛する長老たちにこのように礼をもっ

てりっぱな態度で接するのを大きな誇りなもって眺めて

おり，やがてサーハプが帰るときには，全村をあげて村

はずれまで送っていったものだという。これはアメリカ

人が無邪気な好奇心から，また表而的なことをすぐまね

てそこになんらかの立義をうちたてる＜せのあるH木人

が，インドJj~をきてみたり，ごくたま 1•こであっても汚い

食物を口にすることこそが現地を解する重要手段である

という悲柏な侶念から供されたものを無理1このみこむの

と｝まだいぶん述っている点面白い。

さて今同の夕食への招待もそれじたいはありがためい

わくではあるが．村のなまの実状を聞いたり，村人たち

の生活内容を知ったり，股村ヒンディ語の練料をするに

は絶好な機会であり，またなによりもかれらの純朴な好

慈が婚しかったのでただちに承諾した。それにハリジャ

ン述中は上囮カーストの連中のように菜食中義だとか洒

は飲めぬとか（実際には陰で飲んでいてし）うるさいこ

とはいわないからつき合いやすい。

その夜，月が出るとわたくしとシング君は街灯 l".）な
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い暗い街逍を通って村に行った。需灯のない村の中はほ

とんどまっくらで，たまに灯油ランプが家の中に点存し

ているだけである。足をちょっとでもすぺらしたらまっ

さかさまにおちること請合いの危険な泥の階段を上って

名前ばかりの食卓と椅子のある 2階間に入ると，パンチ

ャヤットの迩中や他の村人達が10人くらいぞろぞろと現

われた。みなハリジャンが一般に用いるトービイをかぶ

っている。ナマステー＇（合掌のあいさつ）がひととおり

終わるともう冷えてしまった野菜とじゃがいものカレー

いための皿が巡ばれるc女たちは時々のぞきにくるだけ

で，すべてひげの男たちの手でサービスがされる。 1人

が大？jfそうに安ウィスキーが半分入っているびんをとり

出すと，わたくしたちも持参のジンを出し，鈍い黄色い

灯油ランプの下でまった＜躾様な酒盛りがはじまった。

かれらはわたくしがかれらの伯密になれており，わずか

ながらもかれらの解ることぱを話すので大菩びである。

ハリジャンの述中は常に低い芦でひかえ目に話す。洋服

をきて英語を少々話す町の述中のようにかん高い戸をは

り上げたり図々しくふるまったりはめったにしない。有

史以前からおしつけられてきたじぶんたちの階級に甘ん

じて順応しているのか，そのふるまいは無知でありなが

ら謙成でひかえ目である。かれらがその下諮けの仕事を

もらってくる町の会社のことになると皆汎様に輿布し

て， 「会社はわれわれに正当の貨金を払わない。不当に

搾取しているんだ。政府の係官に実状を訴えてもなにも

してくれない。旦＇と口々に論じ出す。やがてわたくしたち

はかれらのもとを辞した。長居は朝早くからの労倒）がひ

かえているかれらにきのどくである。別れるさいに，バ

ンチャヤットのポスは「サーハプがわたくしたちといっ

しょに楽しく交わってくれじつに妍しい。あなたがいつ

この村にこられてもわたくしたちはみな心から徹迎しま

す。そしてあなたがこの村の女性たちに近づかれても，

i.‘·•. f‘‘9, 
!9:.．J i: ～ i i “P ..”;.．．．．・ • ・・99●●9 

ハリジャン村の呪餐に招かれて（中央が演者）
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わたくしたちはそれを最大の好意をもって扱いましょ

う。」といって合掌した。これはシング君の解説によると

大変な好意であり，望むならわたくしはこの村の娘をめ

とり家庭をつくることも「村人との反目なく」できると

いうことらしい。不器用を自認するわたくしに腕綸作り

で生計を営むことはできそうもないので．その好意だけ

をありがたくうけ，わたくし｝まうやうやしく合井：の礼を

返した。ひどく冷える夜だった。

寒波聾来

翌朝，わたくしはひどい頭痛を惑じ気分が悪かった。

健康なわたくしにはめずらしいことである。条件の悪い

低村闊査にたえうるには他康と負けじ魂が不可欠であ

る。思いきってとびおき，在日中から欠かさずに実行し

てきた冷水浴をだんこ実行した。頭から冷水をかぶった

とき，水がえらく冷いのを感じた。大気も霧ですっかり

かすんでいる。咋夜よりひと．＜冷えると思ったが，その

日の午後はふたたぴ村にいって調在をつづけ，さらに町

の各エ褐を視察して夕方舟るとひどい発熱をおこし，そ

のまま 1日半ねこんでしまった。発熱で体力が梢耗して

も，食事は句回少紐のチャパティ I•こ汚い野菜といものカ

レーいため，それに水だけである。味よりも栄狡徴が絶

対にたらないが，町にもこれ以上のもの｝文売っていない。

米の多い南インドに比べると北インド股村の食税布梢9去

はるかに厳しいのだ。この数日r.,fltこわたるモハマドプー

ル・ガザマルプール村とフィロザパードでの生活を終え

てデリーに戻ったときわたくしば友人たちが梵くほど肉

がおちてしまっていた。しかしインドの股村生活をすれ

ばこんなことほなにもめずらしいことではない。体力を

同復してまた出発すればいいのだ。デリーでひさしぶり

に新聞をみると， 「数日1hlにわたり U.P.j屯に数十年ぶ

りの寒波製来。死者388人。家畜の被害11OO頭。野菜類な

どの被害甚大」とでていた。

飢餓と血と涙で結るカーペット

前述の通り，モハマ：：：プール・ガザマルプール村のJ易

合は一見ひどく役困iこみえても，町の中I！ヽ＿T．恕こより貨

金労拗の院がえられるために，北インドの下陪カースト

の村としてはずっと恵まれている方なのである。

しかし農村経済が非品業取である賃金労怖に大きく依

存している場合 9•こ：まいつも比咬的恵まれていると折定す

ることはあまりにも早急である。たとえば高度の特殊技

術を要する手工芸産業でさえも． もし股民が無知焦力で

・（そしていつもこうなのであるが）販売組檄や市場の知

識をもたぬ場合は、中間搾取がなさけようしゃなく行な
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われているのがインドの常である。たとえばカーペット

手織業の場合をみてみよう。都市の大商店の店既や競光

客目あての高級みやげ物光場にはいつでも美しいカーリ

ーン (knhrihn高級カーペット）がきらびやかに並んでい

よう。ふところに余裕のあるものならだれでも渇塑する

品物だが値段の方もすばらしくいい。しかしこの美しい

カーリンの織目の 1つ1つに飢えにあえぎながらこれを

緞ったやせこけた製村戦人たらの悲しい板と J(!lがなまな

ましくしみついていることをしるものがはたしてどれだ

けいるだろうか。ここにそのしられざる悲哀の実例（注4)

をみてみよう。

U. P. fHのミルザプール， ヴァラナシィ． ジョンプー

）レ，アラハパードなどは函級手織りカーベットの産地と

して有名である。その中の 1 村一ーかり t•と IT村としてお
こう一ーの32枇猾ばすぺてムガル王湖l梼代から伝承して

きたカーペット様りを生活手段としている。かれらは生

まれてからものごころがつくとすぐカーベット椛りを密

いすぐれた技術をもっているが，教育も狩本も阪売組織

もないかれらはたんにカーベットを織るだけで，外部か

会社がかれらに材料やデザインな与えて猫らせ， 1ヤー

らくる商人やド四方約3)レヒ:-4アンナで質いたたき，

同じものを市場では100J凶ピーから400ルヒ°-—でうり，法

外な利詞をあげている。他方，稼工たちは夜明けから深

夜まで鋤きづくめで 1日9インチくらいしか紆糾れない。

1人113 当たりの収入は 4 アンナから 8 ァンナで Ii!!•1{f

当たりの月額所得は餌日｛弧いても 15]レビーから30Jレ I~゚ ―

にすぎない。それで村の企1む帯がかれらの製品を買う商

人や会社に負依をおっている。製品；C．少しでも欠点があ

ると負金はなさけようしゃなくカットされる。その上，

製品が売れのこると，商人はなんのかのと口実をつけて

貨金不払いやひどい買いたたきなやったりする。檄工た

ちが組合をつくって対抗してみても，相手の商人たちは

政治家やその蘇者などの有力者が多いのであいてにして

もらえずなにもうるところがない。

この村の住民たちは全部おそろしいほど飢えきってい

るのだ。どんなに激しく 1H中慟いてもf:i:袋がいっばい

になることなんか絶対にありはしないのだ。村は人がす

んでいるという事実がなければ，まるで古代の廃墟とも

思えるほど荒れはてている。泥でつくられた家々はみな

崩れかけており，とさには家いっぱいひろげてすえつけ

られている手級機ごとくずれ倒れて死者さえ出す。食事

どきにどの家を訪れてもそのかまどに火が入っているこ

とはめったにない。病気で倒れている子供たちもただそ

96 

のま主家の中にころがされていて医者にはかけない。な

ぜなら医者は金を要求するからだ。この地方の女たちは

外でほ拗かず，家にいて家事や食物にする殺類を石うす

でひく仕事をしているが，そのうすもたまにしか一—h淡

工の夫が食糧をえて妍ったときだけしか＿使われない

のだ。そして女たちはなにかのはずみにすぐよよと泣き

くずれる。夫の留守中に崩れた土問にうつぶして弱々し

ぃj5をしぼって泣くのである。それがかれらに与えられ

た宿命とあきらめてはいてもやはりあまり｛こ辛く．あま

りに悲しもあまりにもみじめであるからである。

（注4) この実状はわたくし自身がi直接に濶森した
ものではなく， Blossomsin tire Dust (Kusum Nair, 

1961)に・iりかれていることを，わたくしが IndianCo-

operati\•e Union. (New Delhi)において腔取確認した
こと， Rehabilitation and Development of Basti 

District National Council of Applied Economic 

Research, New Delhi, 1959)の汽料を要約したもの

である (J

おそるべき宿命

飢餓はけっして股村で土地をもたぬ~I濃業者にかぎら

れるわけではないことは今さらいうまでもない。同じu.
P・）t|東部のパッリア地方の村の例をとってみよう。この

ハーリジャン村では5カ年計画による品村開発計画 (Com-

munity Development Projects and National Extension 

Services)が始まってから数年になるが，村の住民たちは

極度の飢餓状態の中におかれている。住民たらは甘庶汁

をのんで飢えをしのぎ，みな悲渉なほどやせ舟lIっている。

その開りのバスティ地方の．＋．地なしの製業労／蒻者とし

て俯くハリジャンたちはあまりにも合しく飢えているの

で，家畜の排泄物から4狂めた穀粒を洗ってそれで飢えを
しのぐことがあたりまえのことになっているという。そ

してこの実状はもはやどうにも抗しえぬ宿命とあきらめ

られているのであるc もっとひどい事実さえあるがかれ

ら股民のためにこれ以上ふれるにはしのびない。これら

の惨状はなにも今だけ生じたことではない。村の老人の

言をかりれば；「記憶にあるかぎりの以前から今日まで

ずっと変らぬ状熊」なのである。さらにまたこういうPJi

爽はなにも 2, 3の特例にとどまるわけでは断じてない

のだ。これは本質的にはインド批村全体の問囮なのであ

る。しかしそれは経済社会的条件をまったく異にする先

巡語岡一般にはあまりにもしられていないようだ。われ

われは紙にかかれた経済計画案をみて安心し．その鉄鋭

業を論じ，現在は苦しくても「やがて来るぺき t1;1ke-off

の時期」があることを想定して楽閥する前に，インド経
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済の本体をなすその農村の実状をいま一度よくみつめて

考えることは4f1J:4000万のインド固民のためにも必要欠

くぺからざる人間としての義務ではないだろうか。

活力あふれるパンジャプ州

2月に入り U.P.州で極度に消耗した体力もほぼ回復

したので，さっそくパンジャブ州Jレデイアナ(Ludhiana)

地方のバティアン村 (Bhatian)の濶査に向った。パンジ

ャプ州はわたくしには U.P.州とともにひさしくなじみ

の深い州だが，たしかに他の州とは進い．パンジャビイ

（パンジャプ人）が自慢するようにインドの中ではもっ

とも活気のある勁態的なところである。莱食主義を排し，

肉や乳製品を大蔀にとるパンジャプ人は休格もインド中

で一番大きく，兵隊もこの州出兵の者が多い。気候も比

較的よく寒い冬をもつ北部バンジャプ出身者は色も 1臼

く，女性など白人とあまり変らぬような白いJリLをもち，

美しい顛立ちをしているものが多い。自然条件に恵まれ

ているうえにパンジャビイはよく働くので，バンジャブ

船ま発逹した股業をもち， 1人当たり所得もインドで一

ばん高い。色が比佼的白くて体が大きく，まず所得水郡

も高いということはパンジャプ人たちの誇りであるらし

い。しかし，他のコミュニティのインド人にいわとると

かれらは一ばん｝年大で抜け目ないのだそうだ。たしかに

かれらは計邸認く猜疑心に独い場合が少くない。しかし

これもバンジャプ地方がむかしからたえず外敵の保略を

うけてさんざんきたえられてきたIt也史的秤尿を考えれば

無理ないのかもしれない。宗教上の戒律から頭促など休

毛を一生刈ることを許されず，長いむさ苦しい頭梃を丸

めてクーパンでおさえているシーク教徒の姿は一見異様

tこみえても，それは敵の太刀を頭上にうけた湯合には該

身用になるわけだ。北ィンドの娘たちや女子学生が苅用

しているかわいらしいバンジャプ・スタイ）ンはサルワー

ル (sarwar)という一見ズボンに似た袴を用いるが，そ

れもむかL,いったんことある楊合にiま保略平や暴徒の

乱絵から身を護る1こ便利だったからだという解釈もある

ように，インドではその宗教上の戒律や憫密がその地方

の歴史的背尿にとくに強く結びついて現在までもかわら

ずに伝承されていることが多いのである。

ルディアナ市はパーティシャン (Partisian回印分離）

以後に大きく発展した工業都市でかなり広い。

パンジャプ州，暁の大論戦

汽車で其夜中に）レディアナ駅に到将したわたくしは待

合室の椅子にゴロ私をして夜明けをまって，駅から人力

車にのってこの町のはずれに下桁してパティアン村の調

引i.をしているムウルラージ氏に会いにいく。かれの下宿

をようやく探しあて，さて:m:夫に金をやると，正当以上

の料金なのにそれを迎こほうり出してこんなしました金は

うけとれぬとわめきだす。たちの悪い車夫のよくやる手

r.]である。こちらも深夜駅につき，待合室にごろ！として

夜明けをまっていた壮いもあり気が立つているし，第 1

やった金を地面にほうり投げるとは紳士に対する｛（祁屈で

ある。割咽金を要求するならそれ相応の礼をとれという

わけで，今まで齊得したヒンドスクニイ語のすぺてを動

只して大諭争を展淵する。こんなことほ1人旅をすれば

日に何庶も体淡することでなにもめずらしい氷件ではな

い。あいてのシーク教徒の車夫はウルドゥ語なまりが強

く，その態様から察するにバーティシャンでパキスタン

窟iから流れてきた者らしく， 「歴史的背尿」できたえら
れている(/.)で実にしぶとい。この晩の大論争にムウルラ

ージ氏たちがぞろぞろ起き出してきたときには2人は注

さに武力齢l争もやむなきの寸l]11にあった。耶俯をきいた

ムウルラージ氏がわたくしの味方に1）lIわり， III夫は完壁

なヒンディ語を話す新たな強敵をもあいてにして問い利

あらずとみるや，怠r，に口から白い泡をふいてよろめいた。

興布のあまりひきつけでもおこしたらしい。あわてたの

はわたくしとムー）IIうージ氏の方で， III夫を坐わらせる

やら井戸水をのませるやらしてなぐさめ，結局， J陀夫は

かれが最初望んだ料金の何倍もの額をもらい，；とのうえ，

わたくしたt)2人のサーハプの見送りといたわりのこと

ばをうけながら元気よく走り去っていったのであった。

その後）レディアがこいるあいだ，かれには2度ほど会っ

たが，わたくしをみるとにやり！と笑って「サーハプ，

パイトウ！チャロウ！ （だんな，坐んなよ。いこうぜ。）」

と車をよせてきたが，そのたびにこちらは l・アプ・コウ

イ・カーム・ナヒン・ハイ！ （今のとこはいいよ）。」と

いってあわてて逃げ出したものだ。

空腹をしらぬことの有甦さ

パティアン村は）レディアナ市から 7キロほどのところ

にあり，おもにパーティシャン以後に発展した村である。

全村92世帯のうち約半分が町心のジャート (Jut.北イ

ンド屁村の上屈カーストの 1つ）である。村にほ砥気も

きており，数年前から少数の自9乍良により電気潅漑井戸

が作られはじめ，かなり効率的経営の股棠がみられる。

インドの農村としてはまずJ:-．出来の方である。わたくし

は村の窟化がその経済活動に及ぼした効果と土地改革を

通じて小作戯の地位がどう変っているかなどを中心に，

ムールラージ氏といっしょに約1週間にわたり同村の調
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査を行なった。；ンディアナ市の小さいインド式宿屈I•こ陣

をとり4if.f.l個人ククシーや人力車とのあいだに必ず起る

論争を重ねながらこれを利用しての潤在である。宿屋は

祖宋ながらも比較的ii'i探な食事を批もじゅうぷんに用恋

してくれるので，空胆に苦しむことのないまことに、1はま

れた生活がつづき，おかげで仕事の能率も予想以上に上

がった。 「空腹に苦しまぬこと」がいかにすばらしいこ

とであるかを改めて茄惑したしだいである。

農村における所得不平等の拡大傾向

インドの経済発展のかぎは農業の発展であり，ィンド

の品染発展｝た土地改革の成否いかんi•こかかっていること

はいまさらいうまでもないがこのきわめて明向な吋り実が

立地条件を異1こする先進工業国の人ノぐには必ずしも認識

されていないようだ。ィンドの経済発展の予測や希望ほ

すべて「土地改革が近い将来に完遂されろものとして」

という条件下になされているのである。土地改革の月．I西

は， 「L"お棠発展の伝統的な阻害条件を除去して股架生疱

性を邸めるため：こ，股業制笈r)..]の搾取要因と社会不正を

除き，突除の・＃J卜作者の安全を保悴し，すべての農村人1:1

に平等の地位と機会を与えること」(t.1:5)である。それに

は不在地主などの中阿介在者を除き，公正な小作料をき

めて小｛乍椛を保悴し，小｛乍此I•こ自作戯化の機会と権利を

与えることが必要条件である。．この土地改革が施行され

て以来11年たつが，パティアン村の不在地主は若千のか

くれた例を除けばたしかになくなっている。っぎり「中

問介在者の排除」はほぼ実行されたわけである。しかし

公正小作料の設定，小（乍．椛の安全保即，洪村人口1こ乎等

な地位と機会を与えるという最も可（要な点ではなんら進

歩がみられなかった。

この村の地主たちはみな，此耕に有能なジャート刃で，

活力的なパンジャプ人種である。かれらは土地改．i＇（itこよ

り小作人たちに土地を分配するかわり［こ，一家をあげて

自作品となり，小f巨人たちをくびにしてしまった。土地
を追われた小作人たちはやむなく此業労俯者となって1日

地主珈こやとわれて｛憩いたり，•また事突上は小作殷や伺

い殺しの作男として聞いていても法規上は臨時屈用の此

業労｛組者としてそのうえ以前よりも不安定な状態におか

れているのである。したがって現在の小作此の地位は偶

村の滸在的失菜人口の削大により多くの競争者たちを前

にしてきわめて不安定であり，小作料も収穫の 3分の 1

以下という州政府規定の公正小作料は有名無実となり，

実際の小作料は 2分の 1以上となっている。・小作設たち

｛なくびにされることをおそれて2分の 1という閻小作料
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にあまんじているわけである。その家計をみると，ハリ

ジャンのA小作1止帯の場合は家族全員8人（成人4人）

で7ニーカーを小作し，年所得500)レビーで負債残嵩500

ルビー。同じくハリジャンのB世帯の場合は，家族全員

6 人（成人•4 人）で 8 エーカーを小作し，年所得900Jレビ

ー。 !%1i残高200)レビーである。さすがにダイナミック

なパンジャプ外lだけあって，小作股の久依はいずれも協

岡伯用組合から種子や股具，家吝など生産手段の購入に

あてられている点，負飢の多くが冠婚葬祭などのためで
·点晋．・了志ヽ•ー·.• :•一・・ ．． ；a,--: ,. "",.... 

ぷ~·:.·:'麗瓢三――•と99: :t., • ?‘t”心;i灯．醗^l
• :,:, ・・1 

I 

!r．し・

。

比製の；ダ1こすむハリジャンの小i¥：出

ある U.P.州の例とはだいぶ鈴っていた。他方， 1日地主

附である自作股の 1例をCilL術で2がると，家族全貝7人

（成人4人）， 1月作耕地45エーカー。年純所得1000ルビー

で負俵なく，紋近，りっばなパッカー・ガル (paccaghnr 

煉冗石や石材製の家）を建築し，また1500ルピ ーを投じ

て礎気潅漑ボンプを設匠した。股業労働者は不要時期以

外1日平均約20人を使用し，耕作ft1のトラクターも 1台

備えている。州政府には名目だけのごくわずかな土地税

を収めるだけである。小作品は使っていないという。し

かしこの他術の所得額は明らかに大幅な割引報告がされ

Vいると容易i•こ判断されたし，現にこの自作此の衷手に

ある小さなカッチャガル (ko.cho.gho.r泥の家）にすんで

いる股棠労慟のDi闘磁人員 4人で，そのうち2人がC

自作股の小作股として慟いていることがわかった。この

此業労拗（かつ，日屈いの小作股）D世帯ほ年純所得400

ルビーでC酎乍i'とより約500ルビーの負依を負うており，

致U'tの目的はこの楊合，不幸にして冠婚葬祭用であった。
察するにこの返済不可能の負依により飼い殺し同然の小

作農の地位におちたものと思われた。

旧不在地主は廃されても咬本力をもち雹気潅漑ボンプ

やトラクターをもつ宮戯はますます富設化し，食農や土

地なし此業労拗者府との格差がよりいっそう拡大されて

いく傾向はダイナミックなパンジャプ州もその例外では
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ないようである。

しかし村の学蛮たちは少しも陪いかげがなく，村の中

央にある小学校に行っており，わたくしたもが毎日村を

訪れるごとに大喜びでとびつき，何度も同じ写兵をとっ

てくれとねtこるのであった。顔中位こりだらけにしてい

ても，パンジャヒ・ィの少女たちの美しさは子供ながらも

はっとさせられるものがあり，その途い祖先といわれる

ァーリヤ民族の而影をしのんでロマンチックな惑慨・にふ

けったりしたものだった。

ー・← ~' 

ー・ 磁→つ
1. ’̀ヽ正．．II- 1 

贔： 1’ー←-:-・'瓜．了各 国l

i、⇔h•
立派な衣をにてたジャートの店股。かれはi，n)J的なシーク：敗徒で

—!I；℃髪を XI] らず日 1il'!lam1c クーパンはクくかサない。

バンジャプ州ではその他多くの典味深い体験を狙ねた

のち，わたくしはデリーからラジャスタン州(Rajn.c;than)

を通ってマハラシュトラ州 (Maharashtrn)に入り，ボン

ペイを経て美しい古都プーナ1こ肺をとり，ここのコ・カー

レ政治経許研究所 (GokhalcInstitute of Politics and 

Economics)の懇切な協力下に，プーナより約70キロはな

れたシルール村(Sirur)と， 600キロ余もはなれ，有名な

アジャンク (Ajanta)にごく近いブルダナ地方(Duldhana)

のダード村 (Dhnd)とカルディ村 (Kardi)に入って延べ

3週問，同州の士地制庶と所得分配型態を中心に調査を

行なった。その内容は紙而の関係．卜．，残念ながら，また

脳を改めて著わすことにして，そのかわりここでは同州

の調究に滅心ご協力とご指磁をいただいたゴカーレ研究

所のD・R・ガドギル教投をはじめ有能なスクッフの方々

およびインド中央銀行(ReserveBank of India, Bombay) 

とポイペイ大学 (Universityof Bombay)の関係者の方

々に探＜謝窓を表わし，同時に僚渚に同行され，幾多の

惑条件にもかかわらず紋後まで貢絃ぬかれた杉谷氏（ア

ジア経済研究所ゾーナ派述員）に心からの買甜の辞を送

りたいと思う。

（注5) Third Five Year Plan, Gov. of India, 
1961, _p. 220.の要旨。

後進国援助とヒューマニズム

インド此村に入って都会にもどり，消耗した体力をい

やし，味ほどうでも， とにかくじゅうぶんの食物を前；•こ

するたびに，わたくしは心から「飢えざること」の幸福

をあらためて莉感し，なにものかに感謝の祈りを搾げた

くなったものだ。もしわれわれが，さいわいにして（あ

るいは不幸1こして），インド股村の現状を直接に知る機会

をもつことができた楊合，衣食住に一応ことかかぬ外困

人たちがたとえいかにいわゆる「インド的なる」生活を

体験しようとしても，それは結局，特権階級(l)趣味にす

ぎぬことを桁惑することだろう。そして後進国扱助とい

う問題がもはや困際政恰政策や託済政策というものを大

きくはなれて， ヒューマニズムの箔'i神から生れるべきも

のであることな，すべての感ti!Jが波うつ熱い血潮の漁流

と同いイ出念の中に感ずることであろう。

ジャイ・ヒンド！

1962年5月，わたくしは任期を終え， 2年余たえまな

くつづいてきた股村闘在旅行にも終JI:符をうち，長いあ

いだ，わたくしの第2の故国ともなっていたインドに刃l

れをつげることになった。出発のnにわたくしの乗った
ジェット機ほ，わたくしの断ちきれぬ想出と感ti'Jをよそ

にニューデリーの赤い大地をけって眺の大空へ深く泳ぎ

昇っていった。やがて機体の窓からは北ィンド大平原が

ー大Iしノラマとしてわたくしの服前に展附されてきたと

き，わたくしはひさしく親しんできた北ィンド此村の人

々に心からの熱い別れをつげた。機体は硲庇を一段と高

めながら大きく族阿し，今渡はみどりの南インド大平原

が果てしなくひるがってみえてきた。「ジャイ・ヒンド！

（インドに幸あれ）。」わたくしは南インドの貶民たちに

別れをつげた。機体ほさらに森庇を硲め，根首を屈国日

本のある東方に向けた。下昇には北インドと南インやす

ペての大平原が，そして戻村がしだいは小さくなってい

る。あの村にも，この村にも，多くの純朴な友が，たと

え嵐！こうたれ，ほこりの中に坪もれようとも，常に絆や

かな色を失わない強い雑祁の花のよう；こ雄々しく生ぎぬ

いているに迩いない。そしてまた生きぬいていくに違い

ない。わたくしをのせた扱仰オ．ますます脊く冷い大空の

中に糾り上がり昇っていく。

「ジャイ・ヒンド！．I あのみどりの田園が，赤い大地

が，銀色のジャムナ河が，そして広大なインド大陸が，

わたくしのあふれる涙の中にとけこみ， うるみ，そして

かすんで消えていった。

（アジア経済研究所長閲l成長祁査室）
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